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～民生児童委員・主任児童委員の皆様と生徒・職員が懇談～

高綱中学校では、指導の重点の一つに『地域の皆さんと語る機会を大切にするこ
と～高綱中生と語る会で地域の方と交歓する～』をすえています。それを受け、５
月１５日に「高綱中生と語る会」が行われました。大勢の各地区の民生児童委員や
主任児童委員の皆様にご来校いただき、地区の話題について活発な意見交換がなさ
れました。

地域との交流、もっと！

【民生・主任児童委員の感想】

○地域と中学生が一緒にする活動が

多くなるように、地域と学校で考え

られれば良いと思いました。

○生徒会の方達が司会等役割分担を

し、一生懸命にやる姿は必要なこと

であり、良かったと思います。

◯昔に比べてスポーツ系の部活動の

数が少なくなってきているような気

がします。

◯通学時の交通･防犯等についてお

役に立てることがあれば、我々を利

用してください。

【生徒の感想】

○地域の奉仕活動等に積極的に参加

し、地域の方達との関わりを深めた

いと思いました。

○地域の方々が高綱中生の様子をと

てもよく見ていてくれて、多くの意

見をいただくことができました。

◯今日の語る会で改めて地区の方々

と話し合ったりする機会が少ないと

感じたので、地区でのボランティア

や交流を増やしていきたいと思いま

した。また、地区の行事等に進んで

参加したいと思いました。

【職員の感想】

◯中学生とふれあう機会がほとんどないという地域の方が多い中、このような機会は貴重だったと

思います。学校で定められている時間では地域貢献･交流ができてますが、生徒のプライベートな

時間ではほとんどできていません。もっと地域と連携して休日等に生徒を地域へ帰すことが大切だ

と思います。



高綱中学校では、日頃より地域の多くの
皆様から支援をうけています。ありがとう
ございます。
先日、地域からの学校支援の核となる高

綱中学校区学校応援団「チーム若鷹」の本
年度第１回の運営委員会が開かれました。
運営委員の皆様に、学校側が希望する支

援を説明したり、支援に関わる本年度の学
校の年間活動計画を説明したりしました。
その後、さまざまな観点からご意見をいた
だきました。
協議の主な内容は、以下の点でした。

・生徒の要望も活動計画に盛り込む。
・地域防災における学校と地域の一層の
連携が必要。

・学習支援のやり方と協力者集めの更な
る工夫。など。

短い時間でしたが、たくさんの前向きな
ご意見をいただき、今年度もコミュニティ
ースクールとしての運営を学校と地域で確
認し、活動を深めていく一歩となりました。

〈コーディネーターの皆さんです！〉

お 知 ら せ

７月３日（火）に、第１回「地域貢献・交流」を行います。全校生徒が、
各クラスごと清掃活動等に取り組みます。本年度も『支え、頼りになる高綱
中生』を目指します。
保護者や地域の皆様、お世話になります。詳細は来月号でお知らせします。
【 地域貢献・交流 活動予定場所等一覧 】

場 所（予定） 主 な 取 組 内 容
窪田空穂記念館 奉仕作業
和田神社 境内整備
ゆめの里 奉仕作業
新村公民館周辺 周辺整備､掃除
ものぐさ公園 周辺整備､掃除
沙田神社 講話、周辺整備、掃除
島立公民館周辺 周辺整備、石拾い
島立保育園 奉仕作業
新村保育園 周辺整備、掃除
和敬保育園 奉仕作業
ほたる公園 環境整備

松本らしいコミュニティスクール事業
～「チーム若鷹」運営委員会の開催～

〈お知らせ〉

島立・新村・和田の３公民館長さんに、

学校と地域をつなぐコーディネーターの

役をお願いしております。「高綱中学校

にこんな支援をしたい」「高綱中生に地

域でこんな活動をしてほしい」という希

望等がありましたら、ぜひ学校や当該地

区のコーディネーター（公民館長）さん

にお声をおかけください。


